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　現在、弊社では蛋白、糖、潜血の３項
目について、主に小中学生を対象とした
尿検査を行っています。この学校尿検査
は、昭和48年の学校保健法施行規則の
改正によって、健康診断の一環として実
施するよう義務づけられ、翌年の昭和49
年から全国で一斉に始められました。
　その大きな理由の一つに腎臓病の早
期発見があります。腎臓病学の進歩によ
って、慢性腎炎が子供の時期に発見され
れば、多くの場合治療可能で、また治療
効果が十分でなくても悪化防止に役立
つことがわかってきたのです。法律で定
められている尿検査の概要は、こども園
から大学までの学校において尿検査を
毎学年ごとに行うこととなっています。
　正しい尿検査を行うために注意すべ
き事、検査内容、結果の見方について説
明していきます。

　ビタミンＣは糖・潜血検査において本
来の陽性である結果を陰性にしてしまう
可能性があるため、検査前日の夕方から
は、ビタミンＣの含有量が多いジュース
類や薬剤を飲まないようにします。また
子供の場合、起立性蛋白尿といって、起

立していることにより腎動脈が圧迫され
て尿蛋白が陽性になってしまうことがあ
ります。これは病的なものではありませ
ん。検査前日は1時間ほど安静にした後、
就寝直前に必ず排尿しておき、起床した
らそのままトイレに行き尿を採取します。
こうすることにより、起立性蛋白尿を防ぐ
ことができます。
　採取した尿は直ちに検査するのが望
ましいのですが、学校とは別の場所で検
査を行う場合は、輸送の際に検体をアイ
スボックスに入れるなど保冷に十分気を
つけることが大切です。尿を常温で長時
間おくことにより、細菌が繁殖し蛋白が
陽性になったり、血液成分が分解して検
査の正確性に影響することがあるためで
す。

　健康な方でも以下に示すような場合、
尿検査が陽性になることがあります。
蛋白陽性
　腎臓自体に障害があるわけではなく、
生理的な影響で一過性に尿中に蛋白が
でてくることがあります。
＊発熱時
＊激しい運動や入浴後

＊起立しているとき（学童に多い）
＊妊娠・生理前・精神的なストレス
＊蛋白質の過剰摂取
＊寒冷刺激後
＊精液・膣分泌物の混入　　　
など
尿糖陽性
　健康な方であれば尿糖が陽性になる
ことはありませんが、ストレスや精神緊張
の際に、一過性に尿糖が陽性になること
があります。また、妊娠することにより、非
妊娠時よりも尿糖が陽性を示しやすくな
ります。
潜血陽性
　尿潜血も激しい運動後や発熱・過労な
どにより陽性になることがあります。
　また、女性の場合、生理中や生理後数
日は経血により尿潜血が陽性になること
が多いので、可能であればこの期間の尿
検査は避けた方が良いでしょう。
　このようにどの項目の陽性者も、全員
が病気というわけではありませんが、続
けて2回以上の陽性が見られた場合は
専門の医療機関での精密検査を受ける
ようにしてください。 （文責：中島　洋子）

（参考資料）　
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尿検体回収

検尿・特に学校尿検査について

検査項目　 正常値 　　　　検査の意義　　　　　　　　　　　　　　　　　　主な疾患

蛋　白

糖

潜　血

腎実質疾患や尿路感染疾患のスクリーニン
グ・診断・治療経過判定に役立ちます。

通常、ブドウ糖は尿中にはでてきません。糖
尿病などで血糖値が高くなり腎臓の処理能
力の限界を超えると排泄されます。

尿に赤血球が混じっているかどうかを調べる
検査です。
その他、運動性血尿・熱発性血尿・外陰部や肛
門などからの出血の混入によっても陽性になり
ます。

糖尿病・バセドウ病・膵疾患・肝硬変・脳腫瘍・腎性糖尿
などで陽性になります。

急性・慢性糸球体腎炎・腎盂腎炎・糖尿病性腎炎・腎結
石・尿路結石・尿道腫瘍・前立腺腫瘍・膀胱炎・尿道炎・
膀胱腫瘍などで陽性になります。

慢性糸球体腎炎・ネフローゼ症候群・腎盂腎炎・
心不全・発熱・過労等で陽性になります。

（－）

（－）

（－）
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　清涼飲料水とは、乳製品類やアルコー

ル飲料以外の飲みものを指し、お店で買

うペットボトルなどの水やお茶は、清涼

飲料水に分類されます。その基準は、食

品衛生法第 11 条第 1 項の規定により、

食品、添加物等の規格基準として定めら

れています。昨年末、この規格基準が改

正されましたので、その背景と概要を説

明します。

　食品衛生法において、清涼飲料水は、①

ミネラルウォーター類（水のみを原料と

する清涼飲料水）　②冷凍果実飲料　③原

料用果汁　④その他の清涼飲料水（上記

①②③以外の清涼飲料水）の４つに分類

されています。

　それぞれ基準は定められていましたが、

現在のように水道水代わりに飲む想定が

なかったこと、平成 15 年に水道法の水

質基準が改正され、原水基準と水道法の

水質基準との間にかい離が生じているこ

となどから、改正が必要となりました。

　この度の改正の概要を整理しますと、

概ね以下の3点となります。

１）ミネラルウォーター類の見直し

　　（図１、図２）
２）その他の清涼飲料水の見直し

　　（図 3）
３）用語の整理

１）については、①枠組みの見直し（殺菌・

除菌の有無の区分けを明確化）　②原水基

準及び成分規格の見直し（殺菌・除菌の有

無に応じてそれぞれで見直し）　③製造基

準の見直し（殺菌・除菌無しについて泉源

の衛生管理の内容を規定）、２）については、

原水基準及び成分規格の見直し、３）の用

語については、①殺菌・除菌を要しないミ

ネラルウォーター類以外の「原水」を「原

料として用いる水」に変更、　②「飲用適の

水」を「食品製造用水」に変更、が主な内

容です。以下個別にご紹介します。

（１）ミネラルウォーター類（殺菌・除菌
有り） 
　規格基準の改正点を図 1 に示します。ミ
ネラルウォーター類は、原則として水のみ

を原料とするため、原水に含まれる化学物

質等は、ほぼそのまま最終製品に移行しま

す。そのため、これまでの原水基準と成分

規格の双方による規制ではなく、最終製品

の成分規格のみで規制することになりまし

た。なお、微生物の基準は、泉源の衛生性

を示す指標ともなるため、従前どおり製造

基準で規定しています。

（２）ミネラルウォーター類（殺菌・除菌
無し） 
　「殺菌・除菌有り」と同様に、化学物質

等については、最終製品の成分規格のみで

規制されることになりました。改正点を図
２に示します。なお、原水の衛生管理につ
いては、自然にまたは掘削によって地下の

帯水層から直接源泉として得られるもので

あり、その泉源および採水地点において汚

染防止措置が講じられ、かつ、その構成成

分、湧出量および温度が安定したものでな

ければならない旨の規定が設けられていま

す。

（３）その他の清涼飲料水
　水以外の原料も使用して製造されること

から、引き続き原料に用いる水の基準と最

終製品の成分規格の双方で規制されます。

原料として用いる水は、水道水のほか「ミ

ネラルウォーター類（殺菌・除菌有り）」

又は「ミネラルウォーター類（殺菌・除菌

無し）」の成分規格等に適合する水を使用

すること、また成分規格からカドミウムが

削除されたことが主な変更点です（図３）。

　　　  ＊　　＊　　＊　　＊

　以上が主な改正点になります。本改正は

平成 26年 12月 22日に公布・適用されて

いますが、平成 27年 12月 31日までは猶

予期間が設けられています。現時点では、

改正前後いずれの規格基準でもよいわけで

すが、新たな規格基準を満たしているかを

確認されてはいかがでしょうか。

（参考資料）
上田；食と健康、5、p52 (2015)

改正の背景

改正の概要

清涼飲料水等の規格基準の改正について

（文責：久保田　亮）

 改正前 改正後
成分規格 成分規格

1.混濁 1.混濁
2.沈殿物 2.沈殿物

3.金属類
（ヒ素、鉛、カドミウム、スズ）

⇒

4.大腸菌群 4.大腸菌群

＊スズについては缶入りのものについてのみ適用

製造基準（原水基準） 製造基準（原水基準）
水道水

化学物質等、一般細菌/大腸菌群 ⇒ 一般細菌/大腸菌群
（18項目）

3.化学物質等
スズ*+39項目（ヒ素、鉛、カドミウム、
シアン、フッ素、バリウム、ベンゼン等）

 改正前 改正後
成分規格 成分規格

1.混濁 1.混濁
2.沈殿物 2.沈殿物

3.金属類
（ヒ素、鉛、カドミウム、スズ）

⇒

4.大腸菌群 4.大腸菌群
5.腸球菌・緑膿菌 * 5.腸球菌・緑膿菌 *

*二酸化炭素圧力が20℃で98kPa未満 **スズについては缶入りのものについてのみ適用

製造基準（原水基準） 製造基準（原水基準）
水道水

化学物質等、一般細菌/大腸菌群 ⇒ 一般細菌/大腸菌群
（18項目）

⇒ 泉源の衛生管理

（芽胞形成亜硫酸還元嫌気性菌、 （芽胞形成亜硫酸還元嫌気性菌、
腸球菌、緑膿菌、細菌数） 腸球菌、緑膿菌、細菌数）⇒

3.化学物質等
スズ**+14項目（ヒ素、鉛、カドミウム、
シアン、フッ素、バリウム、ホウ素等）

図 1　ミネラルウォーター類（殺菌・
　　　除菌有り） の規格基準

図３　その他の清涼飲料水の規格基準

図２　ミネラルウォーター類（殺菌・
　　　除菌無し） の規格基準

 改正前 改正後
成分規格 成分規格

1.混濁 1.混濁
2.沈殿物 2.沈殿物

3.金属類
（鉛、ヒ素、カドミウム、スズ） ⇒

3.金属類
（鉛、ヒ素、スズ**

）

4.大腸菌群 4.大腸菌群
5.パツリン * 5.パツリン *

*りんごの搾汁・果汁のみを原料とするもの **スズについては缶入りのものについてのみ適用

製造基準（原水基準）
水道水 水道水

化学物質等、一般細菌/大腸菌群 ⇒
（26項目） +鉄,硬度

+鉄,硬度

ミネラルウォーター（殺菌・除菌無）

ミネラルウォーター（殺菌・除菌有）

製造基準（原料として用いる水基準）


